
























宗教人区分布中、2005 年の報告書によると、宗教がある人とない人の割合はそれぞれ 53.08％と 46.48％であ
り、宗教がある人の中で各宗教の割合は仏教―プロテスタント―カトリック―その他の順で、それぞれ 22.80％―
18.32％―10.94％だった6）。ところが 2013 年にキリスト教の一団体が調査した統計によると、宗教がある・ない
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註
１）韓国で最も大きい規模の学会「韓国仏教学会で」は、2008 年７月 31 日「仏教と社会参加」という主題で学
術ワークショップを開催した。若い仏教学者たちの参加が目立つ「仏教学研究会」では同様の主題と関連した




































19）さらに詳しい内容に関しては Harvey［200: 80 ff］ 参照
20）AKBh 240.25-241.01　世親はこれを「愚かさ〔迷惑〕から生じた殺害」の一例として提示している。
21）Harvey［2000:168］






























32）AAVi 4.21-24 : この段落の教証に関しては LEE［2013:25-28］ 参照。
33）Funayama［1995:181］
34）個人的な見解だが、仏教が「無条件的な信」を強調することは、韓国において宗教を持っていない若者たちが
仏教徒になることを妨げる最大の要因の一つであると考える。彼らは信を強要するという側面から、不自由で
否定的な感じのするキリスト教と違いがないものと考え、仏教への好感を持てないでいる。
35）AKBh 59,26-60,01
36）AKBh 60,06
37）AKBh 60.04-60,05
38）BoBh 250.10-14
39）BoBh137.18-138.01
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